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２１
年
は
ピ
ー
ク
の
７
分
の
１

研
究
会
調
査

東
京
都
心
に
生
息
す
る
カ
ラ
ス
が
ピ

ー

ク
時

の
七

分

の

一
に
減

っ
た

こ
と

が

、
都

市

部

の
鳥

類

を

調

べ

て

い
る

「
都
市
鳥
研
究
会
」
の
調
査
で
分
か

っ

た
。
カ
ラ
ス
が

ご
み
を
荒
ら
す
の
を
防

ぐ
ネ

ツ
ト
の
普
及
や
、
カ
ラ
ス
を
捕
食

す
る
猛
き
ん
類

の
都
市
進
出
、
さ
ら
に

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
人

々

の
外
食
の
機
会
が
減
り
飲
食
店
か
ら
出

る

ご
み
が
減

っ
た
こ
と
も
原
因
と
み
て

い
る
。
　

　

（
加
藤
益
丈
、
写
真
も
）

０
本
の
枝
で
羽
を
休
め
る
カ
ラ
ス
の
群
れ
　
●
カ
ラ
ス
の
撮
影
を
す
る
唐
沢
孝

一
さ
ん
‐
い
ず
れ
も
２１
日
、
東
京
都
渋
谷
区
で

都心3カ所の
カラス個体数
※都市鳥研究会

10795      言周/＼

18658

16157

10863

7728

4816
2785

198590 95200005 1 21年

鳥
類
研
究
者
や
バ
ー
ド
ウ
オ

ツ
チ

ャ
ー
で

つ
く
る
研
究
会
は

一
九

八
五

年

か

ら

五

年

に

一

回
、
都
心
有
数
の
カ
ラ
ス
の
ね

ぐ
ら
が
あ
る
豊
島
岡
墓
地

（
文

京

区
）
、

明

治

神

宮

（
渋

谷

区
）
、
国
立
科
学
博
物
館
付
属

自
然
教
育
園

（
港
区
）
の
三
カ

所

で
、

個

体

数

を

調

べ

て

い

る
。三

〇

二
〇
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
調
査
を
見
送
り
、
昨
年
十

二
月
十

二
日
に
調
査
員
を
ワ
ク

チ

ン
を
接
種
し
た
成
人
に
限
る

な
ど
し
て
六
年
ぶ
り
に
実
施
し

た
。確

認
し
た
カ
ラ
ス
は
三
カ
所

で
計

二
千
七
百
八
十
五
羽
。　
一

五
年
に
行

っ
た
前
回
調
査
よ
り

二
千
羽
以
上
少
な
く
、
ピ
ー
ク

時
の
〇
〇
年
の

一
万
八
千
六
百

五
十
八
羽
の
１５
％
だ

っ
た
。
三

地
点
の
う
ち
自
然
教
育
園
は
前

回
の
八
百

四
十
八
羽
か
ら

二
十

五
羽
に
激
減
し
た
。
同
園

で
は

一
七
年
か
ら
オ
オ
タ
カ
の
繁
殖

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
研
究
会

は
カ
ラ
ス
が
捕
食
さ
れ
た
り
、

危
険
を
感
じ
て
離
れ
た
り
し
て

減

っ
た
と
み
て
い
る
。

明

治

神

宮

は

千

五

百

八
十

羽
、
豊

島

岡

墓

地

は

千

百

八

十
羽
で
、
い
ず
れ
も
前
回
よ
り

三

割

前

後

減

り
、

調

査

日

に

オ
オ
タ
カ
が
目
撃
き

う
。調

査
責
任
者
で
教

者
の
唐
沢
孝

一
さ

「以
前
は
オ
オ
タ
＋

の
集
団
に
追
い
払
ム

が
、
最
近
は
カ
ラ
フ

立
場
が
逆
転
し
つ
『

話
し
て
い
る
。

六
年
前
と
比
ベ
キ

コ
ロ
ナ
禍
で
カ
ラ
フ

る
ご
み
が
減
っ
た
影

と
唐
沢
さ
ん
は
み
ア

後
に
つ
い
て

「新
刑

感
染
が
収
ま
り
、
ｄ

は
、
事
業
活
動
「

東
京

二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組

合
に
よ
る
と
、

二
十
三
区
の
店
舗
や

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
か
ら

二
〇

二
〇

年
度
に
収
集
さ
れ
た

「
事
業
系

一
般

廃
棄
物
」

（
事
業
系

ご
み
）
は
七
十

三
万
ト

ン
で
、
前
年
度
よ
り
２５
％

（
二

十

四
万
ト

ン
）
減

っ
た
。
近
年
に
な
い

減
少
幅
で
、
担
当
者
は

「
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
事
業
活
動

が
縮
小
し
た
た
め
だ
ろ
う

一
と
話
し

た
こ
み
の
ふ
ち
、
産
業
廃
棄
物
以

の
生
ご
み

感ヽ
紙
く
ず
な
ど
。
バ
ブ

期
の
一
九
二
八
年
度
の
百
二
十
八

トンが
最
多
ζ
、
そ
の
後
、
二
〇
一

年
度
ま
で
二
九
十
万
トン台
か
ら
百

万
トン台
の
中・一で
増
減
を
繰
り
返
―

い
た
。
一
三
一年
度
も
コ
ロ
ナ
前
多

幅
に
下
回

で́

い
る
。
二
一
年
四

事業系のごみ

23区で25%減
て
い
る
〓

事
業
系
「

豊島岡墓地

明治神宮

自然教育園

調
査
し
た
カ
ラ
ス
の
ね
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チ
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で

つ
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る
研
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は

一
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八
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年

か

ら

五

年

に

一

回
ヽ
都
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有
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の
カ
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ぐ
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が
あ
る
豊
島
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文
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明

治

神
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渋
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区
）
、
国
立
科
学
博
物
館
付
属

自
然
教
育
園

（
港
区
）
の
三
カ

所

で
、

個

体

数

を

調

べ

て

い

る
。二

〇

二
〇
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
調
査
を
見
送
り
、
昨
年
十

二
月
十

二
日
に
調
査
員
を
ワ
ク

チ

ン
を
接
種
し
た
成
人
に
限
る

な
ど
し
て
六
年
ぶ
り
に
実
施
し

た
。確

認
し
た
カ
ラ
ス
は
三
カ
所

で
計

二
千
七
百
八
十
五
羽
。　
一

五
年

に
行

っ
た
前
回
調
査
よ
り

二
千
羽
以
上
少
な
く
、
ピ
ー
ク

時

の
〇
〇
年
の

一
万
八
千
六
百

五
十
八
羽
の
１５
％
だ

っ
た
。
三

地
点
の
う
ち
自
然
教
育
園
は
前

回
の
八
百

四
十
八
羽
か
ら
二
十

五
羽
に
激
減
し
た
。
同
園
で
は

一
七
年
か
ら
オ
オ
タ
カ
の
繁
殖

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
研
究
会

は
カ
ラ
ス
が
捕
食
さ
れ
た
り
、

危
険
を
感
じ
て
離
れ
た
り
し
て

減

っ
た
と
み
て
い
る
。

明

治

神

宮

は

千

五

百

八

十

羽
、

豊

島

岡

墓

地

は

千

百

八

十
羽
で
、
い
ず
れ
も
前
回
よ
り

三

割

前

後

減

り
、

調

査

日

に

オ
オ
タ
カ
が
目
撃
さ
れ
た
と
い

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

調
査
責
任
者
で
都
市
鳥
研
究

者

の
唐

沢

孝

一
さ

ん

Ｑ
八
）
は

「
以
前
は
オ
オ
タ
カ
が
カ
ラ
ス

の
集
団
に
追

い
払
わ
れ
て
い
た

が
、
最
近
は
カ
ラ
ス
が
減
り
、

立
場
が
逆
転
し

つ
つ
あ
る
」
と

話
し
て
い
る
。

六
年
前
と
比

べ
た
急
減
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
カ
ラ
ス
の
餌
と
な

る

ご
み
が
減

っ
た
影
響
が
あ
る

と
唐
沢
さ
ん
は
み
て
お
り
、
今

後
に

つ
い
て

「
新
型

コ
ロ
ナ
の

感
染
が
収
ま
り
、
外
食
が
盛
ん

に
な
る
な
ど
し
て
ご
み
が
増
え

れ
ば
カ
ラ
ス
も
増
え
る
。
逆
に

感

染

の
拡

大

が

続

く

な

ど

し

て
、
ご
み
が
さ
ら
に
減
れ
ば
、

カ

ラ

ス

は

も

っ
と

減

る

だ

ろ

う
」
と
予
測
す
る
。

ま
た

「
カ
ラ
ス
は
ご
み
を
あ

さ
り
悪

い
印
象
が
強
い
が
、
ネ

ズ

ミ
の
死
骸
や
害
虫
を
食
べ
て

・

お
り
、
い
な
く
な
る
と
困
る
面

も
あ
る
。
地
球
に
人
間
の
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
存
在
が

い
る

こ
と
を
学
ぶ
役
割
も
果
た
し
て

お
り
、
ゼ

ロ
に
な

っ
て
ほ
し
く

な
い
」
と
話
す
。

東
京

二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組

合
に
よ
る
と
、

二
十
三
区
の
店
舗
や

オ

フ
イ
ス
ビ
ル
な
ど
か
ら

二
〇

二
〇

年
度

に
収
集
さ
れ
た

「
事
業
系

一
般

廃
棄
物
」

（
事
業
系

ご
み
）
は
七
十

三
万
ト

ン
で
、
前
年
度
よ
り
２５
％

（
二

十
四
万
ト

ン
）
減

っ
た
。
近
年
に
な
い

減
少
幅
で
、
担
当
者
は

「
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
事
業
活
動

が
縮
小
し
た
た
め
だ
ろ
う
」
と
話
し

て
い
る
。

事
業
系
ご
み
は
、
事
業
活
動
で
出

た
ご
み
の
う
ち
、
産
業
廃
棄
物
以
外

の
生
ご
み
や
紙
く
ず
な
ど
。
バ
ブ
ル

期
の

一
九
八
八
年
度
の
百
二
十
八
万

ト
ン
が
最
多
で
、
そ
の
後
、
二
〇

一
九

年
度
ま
で
は
九
十
万
ト

ン
台
か
ら
百
十

万
ト

ン
台
の
間
で
増
減
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
二

〓
年
度
も

コ
ロ
ナ
前
を
大

幅
に
下
回

線
て
い
る
。
一
三

年
四
～

十

一
月
は
前
年
同
期
比
４
％

（
一
万

八
千
ト

ン
）
増
の
五
十

一
万
ト

ン
だ
が
、

一
九

年

同
期

比

で

２４

％

（
十

五

万

ト
ン
）
少
な
い
。

一
方
、
家
庭
か
ら
出
る
生

ご
み
な

ど
を
含
む

「
可
燃

ご
み
」
は

二
〇
年

度
は
百
七
十

一
万
ト

ン
で
前
年
度
よ
り

２
％
（
三
万
ト

ン
）
増
え
た
。

「
巣

ご
も

り
需
要
で
家
庭
の
ご
み
が
増
え
た
」

（
同
組
合
の
担
当
者
）
と
話
す
。

事業系のごみ

23区で25%減

明治神宮

自然教育園

調
査
し
た
カ
ラ
ス
の
ね
ぐ
ら
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